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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検索ログ中のクエリで表現されたユーザの検索意図を分析し、電子文書群の検索結果に
反映させる文書検索装置であって、
　前記検索ログに含まれるクエリの入力回数に基づきユーザ毎に各クエリの検索頻度をカ
ウントするクエリ頻度集計手段と、
　前記クエリ頻度集計手段のカウントした検索頻度における上位頻度のクエリ集合を分析
対象とし、ユーザ毎の検索行動のうち最初の検索行動と最後の検索行動とのペアをクラス
タリングし、該各クラスタで表された分析対象クエリの検索意図を取得する検索意図分析
手段と、
　を備えることを特徴とする文書検索装置。
【請求項２】
　前記検索意図分析手段の抽出した前記検索意図の周期性の有無を判定する検索意図解析
手段をさらに備え、
　前記検索意図に周期性があれば、前記検索結果に反映させることを特徴とする請求項１
記載の文書検索装置。
【請求項３】
　検索ログ中のクエリで表現されたユーザの検索意図の周期性を判別し、周期性を有する
前記検索意図を格納するデータベースを利用して、ユーザ端末に入力されたクエリの入力
時期を検索結果に反映させる文書検索装置であって、
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　前記入力クエリを前記データベースの格納データと照合して、該入力クエリの検索意図
の周期性を確認し、周期性が確認できれば該入力クエリの入力時期に応じた格納データを
検索意図データとして取得するクエリ照合手段と、
　前記入力クエリに基づき電子文書群を検索した検索結果を、前記照合手段の取得した検
索意図データに基づきリランキングするランキング処理手段と、
　を備えることを特徴とする文書検索装置。
【請求項４】
　ユーザ端末に入力されたクエリに基づき電子文書群を検索し、前記ユーザ端末に応答す
るための検索結果を取得する文書検索装置であって、
　ユーザ毎の検索ログを記録する検索ログデータベースを参照し、該検索ログに含まれる
クエリの入力回数に基づき各クエリの検索頻度をカウントするクエリ頻度集計手段と、
　前記クエリ頻度集計手段のカウントした検索頻度における上位頻度のクエリ集合を分析
対象とし、ユーザ毎の検索行動のうち最初の検索行動と最後の検索行動とのペアをクラス
タリングし、該各クラスタで表された分析対象クエリの検索意図を任意期間毎に抽出した
検索意図時系列データを取得する検索意図分析手段と、
　前記検索意図分析手段の抽出した検索意図時系列データにおける周期性を判定し、周期
性を有すれば検索意図周期性データとして周期性データベースに格納する検索意図解析手
段と、
　前記入力クエリを前記周期性データベースの格納データと照合して、該入力クエリの検
索意図の周期性を確認し、周期性が確認できれば該入力クエリの入力時期に応じた検索意
図周期性データを検索意図データとして取得するクエリ照合手段と、
　前記クエリ照合手段の取得した検索意図データに基づき前記検索結果をリランキングす
るランキング処理手段と、を備え、
　前記投入クエリおよび前記最終結果に対するユーザのクリック情報を、前記検索ログデ
ータベースに随時記録することを特徴とする文書検索装置。
【請求項５】
　検索ログ中のクエリで表現されたユーザの検索意図を分析し、電子文書群の検索結果に
反映させる文書検索方法であって、
　クエリ頻度集計手段が、前記検索ログに含まれるクエリの入力回数に基づきユーザ毎に
各クエリの検索頻度をカウントするクエリ頻度集計ステップと、
　検索意図分析手段が、前記クエリ頻度集計ステップのカウントした検索頻度における上
位頻度のクエリ集合を分析対象とし、ユーザ毎の検索行動のうち最初の検索行動と最後の
検索行動とのペアをクラスタリングし、該各クラスタで表された分析対象クエリの検索意
図を取得する検索意図分析ステップと、
　を有することを特徴とする文書検索方法。
【請求項６】
　検索意図解析手段が、前記検索意図分析ステップの抽出した前記検索意図の周期性の有
無を判定する検索意図解析ステップをさらに有し、
　前記検索意図に周期性があれば、前記検索結果に反映させることを特徴とする請求項５
記載の文書検索方法。
【請求項７】
　検索ログ中のクエリで表現されたユーザの検索意図の周期性を判別し、周期性を有する
前記検索意図を格納するデータベースを利用して、ユーザ端末に入力されたクエリの入力
時期を検索結果に反映させる文書検索方法であって、
　クエリ照合手段が、前記入力クエリを前記データベースの格納データと照合することで
該入力クエリの検索意図の周期性を確認し、周期性が確認できれば該入力クエリの入力時
期に応じた格納データを検索意図データとして取得するクエリ照合ステップと、
　ランキング処理手段が、前記入力クエリに基づき電子文書群を検索した検索結果を、前
記照合手段の取得した検索意図データに基づきリランキングするランキング処理ステップ
と、
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　を有することを特徴とする文書検索方法。
【請求項８】
　ユーザ端末に入力されたクエリに基づき電子文書群を検索し、前記ユーザ端末に応答す
るための検索結果を取得する文書検索方法であって、
　クエリ頻度集計手段が、ユーザ毎の検索ログを記録する検索ログデータベースを参照し
、該検索ログに含まれるクエリの入力回数に基づき各クエリの検索頻度をカウントするク
エリ頻度集計ステップと、
　検索意図分析手段が、前記クエリ頻度集計ステップでカウントした検索頻度における上
位頻度のクエリ集合を分析対象とし、ユーザ毎の検索行動のうち最初の検索行動と最後の
検索行動とのペアをクラスタリングし、該各クラスタで表された分析対象クエリの検索意
図を任意期間毎に抽出した検索意図時系列データを取得する検索意図分析ステップと、
　検索意図解析手段が、前記検索意図分析ステップで抽出した検索意図時系列データにお
ける周期性を判定し、周期性を有すれば検索意図周期性データとして周期性データベース
に格納する検索意図解析ステップと、
　クエリ照合手段が、前記入力クエリを前記周期性データベースの格納データと照合する
ことで該入力クエリの検索意図の周期性を確認し、周期性が確認できれば該入力クエリの
入力時期に応じた検索意図周期性データを検索意図データとして取得するクエリ照合ステ
ップと、
　ランキング処理手段が、前記クエリ照合ステップで取得した検索意図データに基づき前
記検索結果をリランキングするランキング処理ステップと、
　前記投入クエリおよび前記最終結果に対するユーザのクリック情報を、前記検索ログデ
ータベースに随時記録する記録ステップと、
　を有することを特徴とする文書検索方法。
【請求項９】
　請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の文書検索装置を構成する前記各手段として
コンピュータを機能させるための文書検索プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザの投入した検索語（クエリ）に基づき電子文書群を検索し、検索結果
を取得してユーザに応答する文書検索の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、インターネットなどで接続されたクライアントコンピュータを介して、
サーバコンピュータに検索語（クエリ）を投入し、検索結果を取得する文書検索システム
は現在多くのユーザに用いられている。このサーバコンピュータには時々刻々と検索のロ
グが保存され、該ログには投入されたクエリの情報や、検索結果に対するクリックの情報
が残されている。
【０００３】
　非特許文献１の文書検索システムは、検索エンジンに代表される文書検索システムのロ
グを利用することでクエリの検索意図を明確化し、その情報を用いて検索を行い、検索精
度の向上を実現させている。この文書検索システムでは検索エンジンのログの内、特に検
索結果のクリックに関する情報（クリックログ）を解析し、よくクリックされている検索
結果を特定し、そのタイトルとスニペットとから抽出されたキーワードを用いてクエリを
拡張している。
【０００４】
　この文書検索技術は、検索結果をクリックするか否かの判断をそのタイトルとスニペッ
トで行うというユーザの検索行為に基づくもので、拡張されたクエリはそのクエリの検索
意図をキーワードで補完する形になっている。このときクリックログにはクエリとそれに
対してクリックされた検索結果のＵＲＬが時間とユーザ識別子の情報と共に含まれている
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が、非特許文献１の文書検索システムではクエリとクリックされた検索結果のＵＲＬの情
報のみが使用されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Ｍａｓａｙａ　Ｍｕｒａｔａ，Ｈｉｒｏｙｕｋｉ　Ｔｏｄａ，Ｙｕｍｉ
ｋｏ　Ｍａｔｓｕｕｒａ，Ｒｙｏｊｉ　Ｋａｔａｏｋａ　“Ｉｍｐｒｏｖｉｎｇ　Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｗｅｂ－ＩＲ　Ｕｓｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎ　Ｓｉ
ｔｅｓ　ｉｎ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｒｅｓｕｌｔｓ”　Ｉｎ　Ｐｒｏｃ．ｏｆ　ＷＩＳＥ２０
０８
【非特許文献２】Ｇｕｉ－Ｒｏｎｇ　Ｘｕｅ，Ｈｕａ－ｊｕｎ　Ｚｅｎｇ，Ｚｈｅｎｇ　
Ｃｈｅｎ，Ｙｏｎｇ　Ｙｕ，Ｗｅｉ－Ｙｉｎｇ　Ｍａ，ＷｅｎＳｉ　Ｘｉ，ＷｅｉＧｕｏ
　Ｆａｎ　”Ｏｐｔｉｍｉｚｉｎｇ　Ｗｅｂ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｕｓｉｎｇ　Ｗｅｂ　Ｃｌ
ｉｃｋ－ｔｈｒｏｕｇｈ　Ｄａｔｅ”　ＣＩＫＭ　２００４
【非特許文献３】Ｍｉｃｈａｉｌ　Ｖｌａｃｈｏｓ，Ｃｈｒｉｓ　Ｍｅｅｋ，Ｚｏｇｒａ
ｆｏｕｌａ　Ｖａｇｅｎａ”Ｉｄｅｎｔｉｆｙｉｎｇ　Ｓｉｍｉｌａｒｉｔｉｅｓ，Ｐｅ
ｒｉｏｄｉｃｉｔｉｅｓ　ａｎｄ　Ｂｕｒｓｔｓ　ｆｏｒ　Ｏｎｌｉｎｅ　Ｓｅａｒｃｈ
　Ｑｕｅｒｉｅｓ”　ＳＩＧＭＯＤ　２００４．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　非特許文献１では、クリックログを解析し、よくクリックされている検索結果のタイト
ルとスニペットから抽出されたキーワードを用いてクエリを拡張し、投入されたクエリの
検索意図を該キーワードで補完する手法を提案している。
【０００７】
　ところが、非特許文献１の検索技術は、クリックログの解析の際にどのユーザがクリッ
クしたのかという情報を利用することなく、単純に各ページに対するクリック回数に注目
しているにすぎず、各ユーザのそれぞれの検索行動の分析までは行っていない。
【０００８】
　その結果、投入されたクエリで表現された各ユーザの検索意図の違いや総数が分からな
く、これにより検索精度が不十分となるおそれがあった。すなわち、一般的に同一のクエ
リが入力されても、入力したそれぞれのユーザによってその検索意図は異なるため、クエ
リの検索意図をより高精度に把握するためには、クリックログをどのユーザがクリックし
たのかという情報を利用して解析し、それぞれの検索行動を分析することが必要である。
【０００９】
　本発明は、上述の実情を解決するためになされたものであって、検索ログ中のクエリに
内在する検索意図の相違・総数やそれらの特徴を把握し、高精度の検索結果を提示するこ
とを解決課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　そこで、本発明は、検索ログからユーザの検索行動、即ち最初の検索行動と最後の検索
行動とをクラスタリングし、クラスタの特徴を抽出することでクエリに内在する検索意図
を把握する。このとき時期（時間）によってクエリで表現された検索意図が変化すれば、
検索意図の周期性を判定することが好ましい。ここで把握された検索意図を検索結果に反
映させる。
【００１１】
　本発明の文書検索装置の一態様は、検索ログ中のクエリで表現されたユーザの検索意図
を分析し、電子文書群の検索結果に反映させる文書検索装置であって、前記検索ログに含
まれるクエリの入力回数に基づきユーザ毎に各クエリの検索頻度をカウントするクエリ頻
度集計手段と、前記クエリ頻度集計手段のカウントした検索頻度における上位頻度のクエ
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リ集合を分析対象とし、ユーザ毎の検索行動のうち最初の検索行動と最後の検索行動との
ペアをクラスタリングし、該各クラスタで表された分析対象クエリの検索意図を取得する
検索意図分析手段と、を備える。
【００１２】
　前記文書検索装置は、前記検索意図分析手段の抽出した前記検索意図の周期性の有無を
判定する検索意図解析手段をさらに備え、前記検索意図に周期性があれば、前記検索結果
に反映させてもよい。
【００１３】
　前記文書検索装置の他の態様は、検索ログ中のクエリで表現されたユーザの検索意図の
周期性を判別し、周期性を有する前記検索意図を格納するデータベースを利用して、ユー
ザ端末に入力されたクエリの入力時期を検索結果に反映させる文書検索装置であって、前
記入力クエリを前記データベースの格納データと照合して、該入力クエリの検索意図の周
期性を確認し、周期性が確認できれば該入力クエリの入力時期に応じた格納データを検索
意図データとして取得するクエリ照合手段と、前記入力クエリに基づき電子文書群を検索
した検索結果を、前記照合手段の取得した検索意図データに基づきリランキングするラン
キング処理手段と、を備える。
【００１４】
　前記文書検索装置のさらに他の態様は、ユーザ端末に入力されたクエリに基づき電子文
書群を検索し、前記ユーザ端末に応答するための検索結果を取得する文書検索装置であっ
て、ユーザ毎の検索ログを記録する検索ログデータベースを参照し、該検索ログに含まれ
るクエリの入力回数に基づき各クエリの検索頻度をカウントするクエリ頻度集計手段と、
前記クエリ頻度集計手段のカウントした検索頻度における上位頻度のクエリ集合を分析対
象とし、ユーザ毎の検索行動のうち最初の検索行動と最後の検索行動とのペアをクラスタ
リングし、該各クラスタで表された分析対象クエリの検索意図を任意期間毎に抽出した検
索意図時系列データを取得する検索意図分析手段と、前記検索意図分析手段の抽出した検
索意図時系列データにおける周期性を判定し、周期性を有すれば検索意図周期性データと
して周期性データベースに格納する検索意図解析手段と、前記入力クエリを前記周期性デ
ータベースの格納データと照合して、該入力クエリの検索意図の周期性を確認し、周期性
が確認できれば該入力クエリの入力時期に応じた検索意図周期性データを検索意図データ
として取得するクエリ照合手段と、前記クエリ照合手段の取得した検索意図データに基づ
き前記検索結果をリランキングするランキング処理手段と、を備え、前記投入クエリおよ
び前記最終結果に対するユーザのクリック情報を、前記検索ログデータベースに随時記録
する。
【００１５】
　本発明の文書検索方法の一態様は、検索ログ中のクエリで表現されたユーザの検索意図
を分析し、電子文書群の検索結果に反映させる文書検索方法であって、クエリ頻度集計手
段が、前記検索ログに含まれるクエリの入力回数に基づきユーザ毎に各クエリの検索頻度
をカウントするクエリ頻度集計ステップと、検索意図分析手段が、前記クエリ頻度集計ス
テップのカウントした検索頻度における上位頻度のクエリ集合を分析対象とし、ユーザ毎
の検索行動のうち最初の検索行動と最後の検索行動とのペアをクラスタリングし、該各ク
ラスタで表された分析対象クエリの検索意図を取得する検索意図分析ステップと、を有す
る。
【００１６】
　前記文書検索方法は、検索意図解析手段が、前記検索意図分析ステップの抽出した前記
検索意図の周期性の有無を判定する検索意図解析ステップをさらに有し、前記検索意図に
周期性があれば、前記検索結果に反映させてもよい。
【００１７】
　前記文書検索方法の他の態様は、検索ログ中のクエリで表現されたユーザの検索意図の
周期性を判別し、周期性を有する前記検索意図を格納するデータベースを利用して、ユー
ザ端末に入力されたクエリの入力時期を検索結果に反映させる文書検索方法であって、ク
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エリ照合手段が、前記入力クエリを前記データベースの格納データと照合することで該入
力クエリの検索意図の周期性を確認し、周期性が確認できれば該入力クエリの入力時期に
応じた格納データを検索意図データとして取得するクエリ照合ステップと、ランキング処
理手段が、前記入力クエリに基づき電子文書群を検索した検索結果を、前記照合手段の取
得した検索意図データに基づきリランキングするランキング処理ステップと、を有する。
【００１８】
　前記文書検索方法のさらに他の態様は、ユーザ端末に入力されたクエリに基づき電子文
書群を検索し、前記ユーザ端末に応答するための検索結果を取得する文書検索方法であっ
て、クエリ頻度集計手段が、ユーザ毎の検索ログを記録する検索ログデータベースを参照
し、該検索ログに含まれるクエリの入力回数に基づき各クエリの検索頻度をカウントする
クエリ頻度集計ステップと、検索意図分析手段が、前記クエリ頻度集計ステップでカウン
トした検索頻度における上位頻度のクエリ集合を分析対象とし、ユーザ毎の検索行動のう
ち最初の検索行動と最後の検索行動とのペアをクラスタリングし、該各クラスタで表され
た分析対象クエリの検索意図を任意期間毎に抽出した検索意図時系列データを取得する検
索意図分析ステップと、検索意図解析手段が、前記検索意図分析ステップで抽出した検索
意図時系列データにおける周期性を判定し、周期性を有すれば検索意図周期性データとし
て周期性データベースに格納する検索意図解析ステップと、クエリ照合手段が、前記入力
クエリを前記周期性データベースの格納データと照合することで該入力クエリの検索意図
の周期性を確認し、周期性が確認できれば該入力クエリの入力時期に応じた検索意図周期
性データを検索意図データとして取得するクエリ照合ステップと、ランキング処理手段が
、前記クエリ照合ステップで取得した検索意図データに基づき前記検索結果をリランキン
グするランキング処理ステップと、前記投入クエリおよび前記最終結果に対するユーザの
クリック情報を、前記検索ログデータベースに随時記録する記録ステップと、を有する。
【００１９】
　なお、本発明は、前記各文書検索装置としてコンピュータを機能させるプログラムの態
様としてもよく、このプログラムは記録媒体に記録した態様でもよい。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、検索ログ中のクエリに内在する異なった意図の総数や、それらの特徴
が把握でき、検索精度が向上する。特に、検索意図の周期的変化を発見することにより、
時期（時間）によって検索意図が変化するクエリに対しても高精度な検索結果が提示され
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態に係る文書検索装置の構成図。
【図２】同　分析処理ステージの処理動作図。
【図３】同　分析処理ステージおよび解析処理ステージの処理データ構成図。
【図４】（ａ）はユーザの検索行動例を示す図、（ｂ）は２分グラフの一例を示す図。
【図５】解析処理ステージおよびクエリ照合部の処理動作を示す図。
【図６】検索意図周期性データとクエリの検索意図データと入力クエリとクエリ入力情報
のデータ構成図。
【図７】検索エンジンおよび時間連動型ランキング処理部の処理動作を示す図。
【図８】検索エンジンの検索結果とリランキングされた最終検索結果とクリック情報のデ
ータ構成図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態に係る文書検索装置を説明する。この文書検索装置によれば、
ユーザのクエリ投入時期（時間）に応じて、ユーザの検索意図を把握する時間連動型の文
書検索を実施する。すなわち、検索エンジンの検索ログをどのユーザがクリックしたのか
という情報を解析し、各ユーザのクエリの入力から検索結果のクリック、そして該検索の
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終了までの一連の検索セクションを取得する。
【００２３】
　つぎに各セクションの最初の検索行動と最後の検索行動に注目し、クエリに内在する異
なった検索意図の違いや総数を把握し、検索意図を詳細に分析する。ここで分析されたク
エリの検索意図の時間変化を長期間の検索ログを用いて解析し、周期性を発見する。周期
性の発見されたクエリは、時間（時期）によってそのクエリで検索されるユーザの検索意
図が変化することを意味する。
【００２４】
　したがって、同一クエリが再度投入されれば、その入力時間に応じて検索結果のランキ
ングを適切に調整し、ユーザに提示される。このとき検索結果の上位ランクには、ユーザ
がクエリ入力時に真に捜し求めていた情報が提示され、この点で検索精度が向上する。
【００２５】
　≪装置構成例≫
　図１に基づき前記文書検索装置の構成例を説明する。ここでは前記文書検索装置１は、
ユーザ端末２とネットワーク経由でデータ送受信可能に接続され、ユーザ毎の検索ログに
含まれたクエリで表現された検索意図の時間的変化を捉え、前記ユーザ端末２のクエリ入
力時期（時間）に応じて検索結果を適切にランキングする時間連動型の文書検索システム
を構成している。
【００２６】
　前記ユーザ端末２は、クエリの入力、検索結果の表示、そして一連のユーザの検索行動
を記録するユーザインターフェース１４０を有している。このユーザインターフェース１
４０は、前記文書検索装置１に送信するクエリを入力するクエリ入力部１４１と、前記文
書検索装置１から返信された検索結果を表示する検索結果表示部１４２と、ユーザの検索
行動を監視・記録する検索ログ記録部１４３を備えていればよく、例えばパーソナルコン
ピュータ（ＰＣ）や携帯電話・ＰＤＡなどのモバイル端末のブラウザにより構成される。
なお、ユーザのクエリ入力作業は、キーボードなどの入力手段を通じて実施される。
【００２７】
　前記文書検索装置１は、Ｗｅｂサーチエンジン（いわゆる検索エンジン）のシステムサ
ーバにより構成され、通常のコンピュータのハードウェアリソース、例えばＣＰＵ，メモ
リ（ＲＡＭ），ハードディスクドライブ装置，通信デバイスなどを備える。このハードウ
ェアリソースとソフトウェアリソースとの協働の結果、前記文書検索装置１は、検索エン
ジンの検索ログに含まれるクエリの検索意図を分析する分析処理ステージと、該分析処理
ステージを通じて分析されたクエリの検索意図の時間的な変化を解析する解析処理ステー
ジと、解析処理ステージで解析された検索意図の時間的変化を検索結果に反映させた時間
連動型の検索ランキングを前記ユーザ端末２に返信する検索処理ステージと、を実施する
。なお、前記文書検索装置１は、必ずしも単一のコンピュータにより構成される必要は無
く、複数のコンピュータにて構成してもよいものとする。
【００２８】
　分析処理ステージは、検索ログＤＢ１１０．クエリ頻度集計部１１２．クエリ頻度ラン
キングＤＢ１１４．検索意図分析部１１６を通じて実施され、解析処理ステージは、検索
意図時系列解析部１２０．検索意図周期性ＤＢ１２２を通じて実施される。この両ステー
ジは、いずれも前記ユーザ端末２からのクエリ送信前のオフライン段階で実施される。一
方、検索処理ステージは、前記ユーザ端末２からクエリ送信後のオンライン段階にてクエ
リ照合部１３０．検索エンジン１３１（インデックスＤＢ１３３を含む）．時間連動型検
索結果ランキング処理部１３５を通じて実施される。このうち前記各ＤＢ１１０．１１４
．１２２．１３３は、前記ハードディスクドライブ装置に構築されているものとする。ま
た、前記ユーザ端末２とのデータ送受信は、前記通信デバイスを通じて実施されるものと
する。
【００２９】
　概略を説明すれば、分析処理ステージは、前記検索ログＤＢ１１０に記録された検索ロ
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グを利用する。ここでは前記検索ログＤＢ１１０には、前記ユーザ端末２から送信された
前記検索ログ記録部１４３の記録データが蓄積されているものとする。この記録データを
前記頻度集計部１１２が参照し、検索ログ中の各クエリの出現頻度をカウントする。カウ
ントされた集計結果は、前記ランキングＤＢ１１４に転送され、蓄積される。つぎに前記
分析部１１６は、前記ランキングＤＢ１１４に検索意図の分析対象となる上位頻度のクエ
リ集合を要求する。要求に対する回答を受け取ると、前記分析部１１６は、クエリ集合に
属するそれぞれのクエリの検索意図を分析する。ここではユーザの検索行動からクエリに
内在する検索意図を特徴語（キーワード）として抽出し、該特徴語を任意期間毎に時系列
に抽出した検索意図時系列データを前記解析部１２０に転送する。
【００３０】
　解析処理ステージは、検索結果時系列データに基づきクエリの時間的な変化を捉える。
ここでは前記解析部１２０は、前記分析部１１６から転送されたクエリの検索意図時系列
データを解析し、特徴語に周期性があれば周期性を示すキーワードとみなす。この解析結
果、即ち周期を示すキーワードおよび時期（時間）を検索意図周期性データとして、前記
周期性ＤＢ１２２に登録され、検索処理ステージにて検索結果のランキングに利用される
。
【００３１】
　すなわち、検索処理ステージは、前記周期性ＤＢ１２２の登録データに基づき前記ユー
ザ端末２からのクエリ入力時期（時間）に適した検索ランキングを生成し、前記ユーザ端
末２に返信する。ここではユーザが前記クエリ入力部１４１にクエリを入力・送信すれば
、前記文書検索装置１では受信したクエリを前記照合部１３０に転送する。このとき前記
照合部１３０は、前記周期性ＤＢ１２２にアクセスして入力クエリ情報の周期性を照合す
る。照合の結果、入力クエリ情報に周期性があれば、検索意図周期性データを該クエリ情
報の検索意図情報として取得する。
【００３２】
　取得した検索意図情報と入力クエリ情報とは、前記検索エンジン１３１に転送される。
前記検索エンジン１３１は、事前にＷＷＷ（Ｗｏｒｌｄ　Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂ）１３２から
Ｗｅｂページ集合を収集し、インデクスＤＢ１３３に保存しているため、転送された入力
クエリ情報を基に検索を実施し、通常の検索結果を前記ランキング処理部１３５に転送す
る。その際に検索意図情報も併せて転送するものとする。ここで前記ランキング処理部１
３５は、前記検索エンジン１３１から検索意図情報が転送されれば、該検索意図情報を基
に検索結果をリランキングし、クエリ入力時期（時間）に適合する検索結果ランキングを
生成する。生成した検索結果は、前記ユーザ端末２に返信され、検索結果表示部１４２に
表示される。
【００３３】
　これによりユーザは、検索結果表示部１４２に表示された検索結果を閲覧し、検索結果
のクリックなどの検索行動を続けることができる。このとき前記検索ログ記録部１４３は
、ユーザのクエリ入力や検索結果に対するクリックなどの検索行動を監視し、その情報は
前記文書検索装置１に送信され、前記検索ログＤＢ１１０に記録・蓄積される。以下、オ
フライン段階とオンライン段階とに大別して各処理ステージの処理動作を個別具体的に説
明する。
【００３４】
　≪オフライン段階≫
（１）図２は、分析処理ステージにおけるクエリの検索意図の分析処理に関する動作処理
を示している。ここでは前記検索ログＤＢ１１０には、図３中のログ１１１が保存されて
いるものとする。具体的には、ログ１１１には、ユーザのクエリ入力時における「入力時
間・ユーザＩＤ・入力クエリ」と、検索結果に対するクリック時における「入力時間・ユ
ーザＩＤ・入力クエリ・検索結果ＵＲＬ」とが保存されている。この検索結果ＵＲＬは、
検索結果に対してクリックされた電子文書（Ｗｅｂページ）のＵＲＬを示している。また
、ユーザＩＤは、ユーザの識別子であり、これを固定してログ１１１を分析することでユ
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ーザの検索行動、即ち検索セッションを取得する。
【００３５】
　前記集計部１１２および前記分析部１１６は、前記検索ログＤＢ１１０に対してログの
要求を行い、ログ１１１を取得する。このうち前記集計部１１２は、取得したログ１１１
をクエリの入力回数に注目して解析し、クエリ頻度１１３を算出する（クエリ頻度集計ス
テップ）。このクエリ頻度１１３には、図３に示すように、クエリ毎に入力頻度がデータ
格納されているものとする。算出したクエリ頻度１１３は、前記ランキングＤＢ１１４に
転送され、保存される。
【００３６】
　前記分析部１１６は、ログ１１１の要求と併せて前記ランキングＤＢ１１４に検索意図
の分析処理を実施するクエリ集合を要求する。ここでは前記分析部１１６は、図３に示す
処理対象クエリ１１５、即ち入力回数が多い上位頻度のクエリ集合を取得する。このログ
１１１および分析対象クエリ１１５の取得後にクエリで表された検索意図を分析する（検
索意図分析ステップ）。
【００３７】
　詳細を説明すれば、処理対象クエリ１１５に属する各クエリに対してユーザＩＤを固定
してログ１１１を解析し、各ユーザの検索行動を抽出する。その際、クエリを入力してか
ら最初の検索行動（検索結果のクリック、クエリの変更、もしくは検索終了）と最後の検
索行動に注目する。
【００３８】
　最後の検索行動とは、他のキーワードの入力や検索終了の一つ前の検索行動を意味する
。ここでは最初の検索行動を「Ｆｉｒｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」、最後の検索行動を「Ｌａｓ
ｔ　Ａｃｔｉｏｎ」と呼ぶものとする。「Ｆｉｒｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」に注目する理由は
、例えば図４（ａ）に示す「ＵｓｅｒＩＤ　Ａ」のユーザのように最初に検索結果１位を
クリックするユーザと、「ＵｓｅｒＩＤ　Ｂ」や「ユーザＩＤ　Ｃ」のユーザのように検
索結果１位を飛ばして最初に検索結果２位あるいは検索結果３位をクリックするユーザと
が存在し、ユーザ毎の検索意図の違いが明確に表れ易い検索行動と考えられるためである
。
【００３９】
　また、「Ｌａｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」に注目する理由は、その検索行動で自分の検索意図
が満たされ、検索を辞めたと考えることができるからである。ここではクエリで表現され
たそれぞれのユーザの検索意図の違いを明確化し、それらを満足させることができた検索
行動に注目するために、「Ｆｉｒｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」と「Ｌａｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」と
の間のつながりを考慮して解析し、その結果、図４（ｂ）に示す２分グラフを得る。
【００４０】
　そして２分グラフを分析し、結び付きの強い「Ｆｉｒｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」と「Ｌａｓ
ｔ　Ａｃｔｉｏｎ」とのペアを算出していく。ここでは一例として、非特許文献２に示さ
れたような手法（「３．３　Ｃｏ－Ｖｉｓｉｔｅｄ　Ｍｅｔｈｏｄ（ＣＶＭ）、３．４　
Ｉｔｅｒａｔｉｖｅ　Ａｌｇｏｒｉｔｈｍ（ＩＡ））で、それぞれのノード間（「Ｆｉｒ
ｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」と「Ｌａｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」）の類似度行列を生成し、凝集法の
ような既存のクラスタリング手法で各ユーザの検索行動をクラスタリングするものとする
。各クラスタからクエリに内在する検索意図を表す特徴語、例えばクラスタに属する検索
結果を得るために頻繁に利用（クリック）されているクエリを特徴語として付与する。な
お、非特許文献２の手法を用いる際には、「Ｑｕｅｒｉｅｓ」・「Ｗｅｂ　Ｐａｇｅｓ」
を「Ｆｉｒｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」・「Ｌａｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」に読み替える。
【００４１】
　このような検索意図の分析を１週間毎や１ヶ月毎に実施し、図３に示すように、「クエ
リ入力の時期・クエリ・検索意図番号・特徴語」がペアにデータ格納された検索意図時系
列データ１１７を取得する。ここではクエリ入力の時期は、春夏秋冬などの季節、あるい
は午前午後や朝昼晩の時間帯などでもよく、その入力時期に応じた特徴語毎に検索意図番
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号が付与されている。例えば、図３中の検索意図時系列データ１１７のクエリ１は「豆腐
」のフレーズからなり、入力の時期は「夏」と「冬」とする。この場合に入力時期「夏」
の特徴語は「冷奴」が得られ、入力時期「冬」の特徴語は「湯豆腐」が得られれば、それ
ぞれ異なる検索意図番号が付与される。
（２）つぎに図５に基づき解析処理ステージの処理動作を説明すれば、前記解析部１２０
は、検索意図時系列データ１１７の転送後に解析処理を実施する。ここでは非特許文献３
に示された高速フーリエ変換の手法を通じて、検索意図時系列データ１１７中の特徴語の
周期性の有無を検索意図番号に基づき判別する（検索意図解析ステップ）。
【００４２】
　解析の結果、周期性があれば、その周期で代表的に表れるクラスタの特徴語を、周期を
特徴付けるキーワードとみなす。この解析結果を検索意図周期性データ１２１として前記
周期性ＤＢ１２２に登録する。この処理動作によりオフライン処理を終了する。なお、検
索意図周期性データ１２１には、図６に示すように、クエリ毎に周期を示す時期（季節や
時間帯など）と前記キーワードを構成する特徴語とがペアにデータ格納されている。
【００４３】
　≪オンライン段階≫
　検索処理ステージにおける文書検索段階の処理動作を説明すれば、まずユーザは検索意
図を表現するクエリを前記クエリ入力部１４１に対して入力する。このクエリ１４４は、
図６に示すように、入力された時間（時期）とキーワード集合により構成され、前記ユー
ザ端末２から前記文書検索装置１に送信される。このときクエリ１４４は、ユーザＩＤの
情報を付与したクエリ入力情報１４５のデータ形式で前記検索ログ記録部１４３に転送さ
れ、蓄積される。
【００４４】
　このクエリ１４４は、図６に示すように、入力された時間（時期）とキーワード集合に
より構成され、前記ユーザ端末２から前記文書検索装置１に送信される。このときクエリ
１４４は、ユーザＩＤの情報を付与したクエリ入力情報１４５のデータ形式で前記検索ロ
グ記録部１４３に転送され、蓄積される。
【００４５】
　前記文書検索装置１は、クエリ１４４を受信すると、前記照合部１３０に転送する。前
記照合部１３０は、前記周期性ＤＢ１２２にアクセスして、クエリ１４４を検索意図周期
性データ１２１のクエリ（クエリ１．２．．．）と照合し、周期性を確認する（クエリ照
合ステップ）。具体的には、検索意図周期性データ１２１にクエリ１４４と一致するクエ
リがあれば周期性が肯定され、一致するクエリなければ周期性が否定される。ここではク
エリ１４４に含まれるキーワードの一致性を照合するものとする。
【００４６】
　照合の結果、クエリ１４４の周期性が肯定されれば、入力された時間（時期）に応じた
検索意図周期性データ１２１を、クエリの検索意図データ１２３として取得する。この検
索意図データ１２３には、「クエリ・時期（時間）・特徴語」が格納されている。ただし
、クエリ１４４に周期性が否定された場合、あるいは入力時間（時期）に応じた検索意図
周期性データ１２１が無い場合には空のデータが検索意図データ１２３として構成される
。このクエリの照合後に前記照合部１３０は、クエリ１４４とクエリの検索意図データ１
２３とを前記検索エンジン１３１に転送する。
【００４７】
　前記検索エンジン１３１は、事前にＷＷＷ（Ｗｏｒｌｄ　Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂ）１３２か
らＷｅｂページ集合（電子文書群）を収集し、インデクスＤＢ１３３に保存している。し
たがって、検索エンジン１３１は、図７に示すように、前記照合部１３０から転送された
クエリ１４４に基づきＷｅｂページ集合を検索し（検索処理ステップ）、これにより検索
結果１３４が取得される。ここで取得された検索結果１３４とクエリの検索意図データ１
２３は、前記ランキング処理部１３５に転送される。
【００４８】
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　前記ランキング処理部１３５は、転送された検索結果１３４．検索意図１２３に基づき
時間連動型の検索結果ランキングを生成する（ランキング処理ステップ）。すなわち、ク
エリの検索意図１２３に基づき検索結果１３４をリランキングする。例えば検索結果１３
４のうち、検索意図データ１２３の特徴語を含むものを上位にランキングする。したがっ
て、入力されたクエリの時間（時期）の検索意図に適合した検索結果ランキングが生成さ
れ、最終検索結果１３６が前記ユーザ端末２に返信され、前記表示部１４２に表示される
。これによりユーザは、最終検索結果１３６を確認し、閲覧した検索結果に対してクリッ
クなどの検索行動を行うことができる。
【００４９】
　この検索結果のクリックの情報に対して、クリックされた時間とユーザＩＤを付与した
クリック情報１４６が検索ログ記録部１４３に転送され、記録される。また、最終検索結
果１３６の閲覧に続くユーザの検索行動のうち、クエリの変更（再入力）はクエリ入力部
１４１を通じて入力され、該クエリ入力情報１４５も前記検索ログ記録部１４３に転送さ
れ、記録される。このとき前記検索ログ記録部１４３の記録データ１４５．１４６は、前
記文書検索装置１に送信され、前記検索ログＤＢ１１０に記録され、ログ１１１としてフ
ィードバックされる（記録ステップ）。したがって、前記検索ログＤＢ１１０のログ１１
１が更新され、更新された検索ログＤＢ１１０は次に同一ユーザから入力されるクエリの
時間連動型検索結果ランキングの生成の際に使用される。このような前記文書検索装置１
によれば、以下の効果を得ることができる。
（１）すなわち、前記文書検索装置１によれば、前記検索ログＤＢ１１０にはユーザＩＤ
を固定して検索エンジン１３１のログ１１１が保存されているため、前記分析部１１６を
通じて各ユーザのクエリの入力から検索結果のクリック、そしてその検索の終了までの一
連の検索セッションが取得される。
【００５０】
　ここでは各セッションの最初の行動（Ｆｉｒｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ）と最後の行動（Ｌａ
ｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ）とに注目し、両者間の２分グラフ「Ｂｉｐａｒｔｉｔｅ　Ｇｒａｐ
ｈ」を構築することで、「Ｆｉｒｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」と「Ｌａｓｔ　Ａｃｔｉｏｎ」の
ペアをクラスタリング処理する。これらクラスタはクエリに内在する異なった検索意図を
表しており、特徴語を抜き出すことで、検索意図の把握や総数を詳細に分析することがで
き、検索精度の向上に貢献する。
（２）また、前記分析部１１６は、クエリの分析意図の時間的変化を長期間の検索ログに
基づき時系列データ化し、前記解析部１２０を通じて周期性の変化を発見する。ここで検
索意図の周期性変化が発見されたクエリは、時間（時期）によってそのクエリで検索され
るユーザの検索意図が変化することを意味するため、かかるクエリに対しては、検索処理
ステージにて入力された時期（時間）に応じて検索結果ランキングを適切にリランキング
してユーザに提示される。
【００５１】
　すなわち、前記照合部１３０にて前記周期性ＤＢ１２２の検索意図周期性データに基づ
き入力クエリの周期性が確認され、入力時期（時刻）に適切な検索意図データ１２３が取
得され、前記ランキング処理部１３５にて時間連動型ランキングが生成される。
【００５２】
　したがって、前記表示部１４２に表示される検索結果１３６の上位ランクには、ユーザ
がクエリ入力時期（時間）に真に探し求めていた情報が提示される。これにより時間（時
期）によって検索意図が変化するような難しいクエリに対しても、高精度な検索結果を提
示でき、時間（時期）を考慮した時間連動型の文書検索装置が実現され、この点で文書検
索システムの検索精度が改善される。
【００５３】
　≪プログラムなど≫
　本発明は、前記文書検索装置１の各部１１０．１１２．１１４．１１６．１２０．１２
２．１３０．１３１．１３３．１３５の一部もしくは全部として、コンピュータを機能さ
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の全てあるいは、その一部をコンピュータに実行させることができる。
【００５４】
　このプログラムは、Ｗｅｂサイトや電子メールなどネットワークを通じて提供すること
ができる。また、前記プログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ，ＣＤ－
ＲＷ，ＤＶＤ－Ｒ，ＤＶＤ－ＲＷ，ＭＯ，ＨＤＤ，Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｋ（登録商標
）などの記録媒体に記録して、保存・配布することも可能である。この記録媒体は、記録
媒体駆動装置を利用して読み出され、そのプログラムコード自体が前記実施形態の処理を
実現するので、該記録媒体も本発明を構成する。
【符号の説明】
【００５５】
　１…文書検索装置
　２…ユーザ端末
　１１０…検索ログＤＢ
　１１１…ログ
　１１２…クエリ頻度集計部（クエリ頻度集計手段）
　１１３…クエリ頻度
　１１４…クエリ頻度ランキングデータベース
　１１５…処理対象クエリ（分析対象クエリ）
　１１６…検索意図分析部（検索意図分析手段）
　１１７…検索意図時系列データ（検索意図）
　１２０…検索意図時系列解析部（検索意図解析手段）
　１２１…検索意図周期性データ
　１２２…検索意図周期性ＤＢ（データベース）
　１２３…クエリの検索意図データ
　１３０…クエリ照合部（クエリ照合手段）
　１３１…検索エンジン
　１３２…ＷＷＷ（Ｗｏｒｌｄ　Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂ）
　１３３…インデックスＤＢ
　１３４…検索結果
　１３５…時間連動型検索結果ランキング処理部（ランキング処理手段）
　１３６…最終検索結果
　１４０…ユーザインターフェース
　１４１…クエリ入力部
　１４２…検索結果表示部
　１４３…検索ログ記録部
　１４４…クエリ
　１４５…クエリ入力情報
　１４６…クリック情報
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